
1　『日本詩紀』詩人名正誤―并せて「『本朝一人一首』の過誤」追補 

『
日
本
詩
紀
』詩
人
名
正
誤

―
并
せ
て
「『
本
朝
一
人
一
首
』の
過
誤
」追
補

後

藤

昭

雄

は
じ
め
に

『
日
本
詩
紀
』
は
近
世
の
漢
詩
人
、
市
河
寛
斎
（
一
七
四
九
―
一
八

二
〇
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
詩
集
で
、
上
古
か
ら
平
安
朝
末
ま
で
に

制
作
さ
れ
た
漢
詩
を
す
べ
て
収
集
し
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
刊
行
。
我
が
国
の
古
代
・
中
古
の
詩
人
ま

た
そ
の
詩
作
を
通
覧
す
る
に
は
重
宝
な
書
物
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
詩
人
名
に
は
誤
り
も
あ
る
。
単
な
る
誤
字
も
あ
る
が
、

人
名
の
比
定
が
間
違
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
誤
り

を
正
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
節
で
は
人
名
の
表
記
上
の
誤
り
の
事
例
を
、
第
二
節
で
は
作
者

そ
の
人
の
比
定
の
誤
り
を
取
り
上
げ
る
。

『
日
本
詩
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
は
市
河
寛
斎
編
・
後
藤
昭
雄
解
説
『
日

本
詩
紀
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
用
い
る
。
な
お
、
頁
数

は
国
書
刊
行
会
本
（
明
治
四
十
四
年
）
と
同
じ
で
あ
る
。

以
下
の
論
述
に
は
、
拙
稿
①
「
文
華
秀
麗
集
詩
人
小
伝
拾
遺
」（『
平

安
朝
漢
文
学
論
考
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
。
補
訂
版
、
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
五
年
）、
②
「
創
り
出
さ
れ
た
平
安
朝
詩
人
―
『
本
朝
一
人
一

首
』
の
過
誤
」（『
平
安
朝
詩
文
論
集
』
勉
誠
社
、
二
〇
二
四
年
）
に
お

け
る
論
証
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
要
点
を
記
述
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
末
尾
に
参
考
論
文
①
、
②
と
記
し

た
。
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一

巻
五　

三
九
頁
下　

背
奈
行
文

『
懐
風
藻
』
の
詩
人
。
二
首
を
収
め
る
。
従
来
、「
背
奈
」
と
さ
れ
て

き
た
が
、
佐
伯
有
清
「
背
奈
氏
の
氏
称
と
そ
の
一
族
」（『
成
城
文
藝
』

第
一
三
六
号
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
っ
て
、
高
句
麗
の
消
奴
部
に
由
来

す
る
「
肖
奈
」
が
正
し
い
こ
と
が
論
証
さ
れ
た
。
な
お
、『
懐
風
藻
』

の
諸
本
の
表
記
の
面
か
ら
も
「
肖
奈
」
で
あ
る
こ
と
が
、
土
佐
朋
子

「「
幸
用
せ
ん
李
陵
の
弓
」
―
肖
奈
行
文
の
覚
悟
―
」（『
早
稲
田
大
学
古

典
籍
研
究
所
年
報
』
第
一
六
号
、
二
〇
二
三
年
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

巻
八　

六
六
頁
下　

高
丘
茅
越

名
の
下
に
「
官
山
城
介
」
の
注
記
が
あ
る
。『
凌
雲
集
（
（
（

』
の
二
首
を

収
め
る
が
、『
凌
雲
集
』
の
目
録
に
は
「
外
従
五
位
上
山
城
介
高
丘
宿

禰
弟
越
」
と
あ
り
、『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三
年
正
月
十
二
日
条
に
、
外

従
五
位
下
高
丘
宿
禰
弟
越
を
山
城
介
と
為
す
と
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
、
名
の
「
茅
越
」
は
「
弟
越
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明

白
に
な
る
。

巻
十　

八
〇
頁
下　

宮
部
村
継

『
文
華
秀
麗
集
』
の
一
首
を
収
め
る
。『
文
華
秀
麗
集
（
（
（

』
の
作
者
名
は

中
国
風
に
表
記
す
る
の
で
「
宮
村
継
」。
こ
れ
を
宮
部
氏
と
す
る
が
、

史
料
の
記
載
は
い
ず
れ
も
「
宮
原
」
で
あ
る
。『
類
聚
符
宣
抄
』
所
収

の
宣
旨
、
官
符
の
起
草
者
の
位
署
に
「
弘
仁
十
年
六
月
十
九
日　

少
外

記
宮
原
宿
禰
村
継
」（
巻
六
）
と
あ
る
。
他
に
三
例
が
あ
る
。
ま
た

『
類
聚
国
史
』
に
も
巻
九
十
九
に
、
天
長
三
年
正
月
七
日
、
正
六
位
上

の
宮
原
宿
禰
村
継
に
外
従
五
位
下
が
授
け
ら
れ
た
記
事
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
宮
原
村
継
と
す
る
の
が
正
し
い
。
参
考
論
文
①

巻
十　

八
〇
頁
下　

桑
原
広
田

『
文
華
秀
麗
集
』
の
一
首
を
収
め
る
。
前
述
の
よ
う
に
『
文
華
秀
麗

集
』
の
作
者
名
は
中
国
風
に
三
字
で
あ
り
、「
桑
広
田
」。
こ
れ
を
桑
原

広
田
と
す
る
が
、
こ
れ
も
『
類
聚
符
宣
抄
』
の
記
事
に
よ
っ
て
正
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
巻
六
所
収
の
弘
仁
十
二
年
二
月
二
十
二
日
お
よ
び

七
月
十
三
日
付
の
官
符
に
「
少
外
記
桑
原
公
広
田
麻
呂
」
の
署
名
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
桑
原
広
田
麻
呂
が
正
し
い
氏
名
で
あ
る
。
参
考
論
文
①

巻
十　

八
三
頁
上　

橘
常
重

『
経
国
集
』
巻
十
三
（
（
（

の
一
首
を
収
め
る
。『
日
本
詩
紀
』
の
作
者
名
に
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「
重
一
本
作
ㇾ
主
」
と
い
う
注
記
を
付
す
が
、
こ
れ
に
従
っ
て
「
常

主
」
と
す
る
の
が
正
し
い
。『
経
国
集
』『
公
卿
補
任
』（
弘
仁
十
三
年

条
）『
尊
卑
分
脈
』
い
ず
れ
も
「
常
主
」
と
す
る
。

巻
十
一　

九
〇
頁
上　

島
田
渚
田

『
経
国
集
』
巻
十
一
の
一
首
を
収
め
る
。
作
者
名
を
「
島
田
渚
田
」

と
す
る
が
、『
経
国
集
』（
群
書
類
従
本
）
の
目
録
は
「
島
田
清
田
」
で

あ
る
。
ま
た
史
書
（『
日
本
後
紀
』『
文
徳
実
録
』『
類
聚
符
宣
抄
』）
も

「
清
田
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

巻
十
一　

九
〇
頁
下　

安
部
文
継　

『
経
国
集
』
巻
十
三
の
一
首
を
収
め
る
。
作
者
名
は
「
安
文
継
」。

『
経
国
集
』
も
『
文
華
秀
麗
集
』
に
倣
っ
た
三
字
名
で
あ
る
。「
官
東
宮

学
士
」
の
注
記
を
付
す
。『
日
本
詩
紀
』
は
「
安
」
を
「
安
部
」
と
解

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
経
国
集
』
序
文
に
編
者
の
一
人
と
し
て
記
さ

れ
る
「
従
四
位
下
行
東
宮
学
士
臣
安
野
宿
禰
文
継
」
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
な
お
、
文
継
は
巻
十
、
七
九
頁
下
の
「
勇
山
文
継
」
で
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
文
継
は
勇
山
か
ら
安
野
に
改
姓
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
に
つ
い
て
は
参
考
論
文
①
参
照
。

巻
十
一　

九
二
頁
上　

全
雄
津

「
全
」
に
「
一
作
ㇾ
金
」、「
全
雄
津
」
に
「
恐
金
原
」
の
注
記
が
あ

り
、
す
な
わ
ち
金
原
雄
津
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
経
国
集
」

巻
十
三
の
一
首
を
収
め
る
が
、
そ
の
作
者
名
は
「
金
雄
津
」。
こ
れ
に

つ
い
て
「
金
」
は
金
原
、
金
刺
、
金
城
な
ど
の
略
か
、
ま
た
新
羅
系
の

金
氏
か
と
い
っ
た
推
論
が
出
さ
れ
て
い
た
（
（
（

が
、
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
。

山
谷
紀
子
氏
が
「
金
」
は
賀
祢
で
、『
続
日
本
紀
』
に
記
載
の
あ
る
賀

祢
公
雄（
小
）津
麻
呂
で
あ
る
と
い
う
明
解
を
提
出
し
た
（「
勅
撰
三
集

に
お
け
る
「
応
製
的
表
現
」
の
研
究
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
〇
四
巻

三
号
、
二
〇
〇
三
年
）。
雄
津
麻
呂
は
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
五
月
十

四
日
に
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
に
昇
叙
さ
れ
、
同
九
月
十
六
日
に

大
学
員
外
助
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
お
お
よ
そ
の
年
代
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

巻
十
一　

九
二
頁
下　

鳥
高
名

『
経
国
集
』
巻
十
四
の
一
首
を
収
め
る
。
作
者
名
は
同
じ
く
「
鳥
高

名
」。『
日
本
詩
紀
』
は
作
者
名
の
下
に
「
恐
鳥
飼
」
の
注
記
が
あ
る
。

「
鳥
飼
高
名
」
と
推
測
す
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
高
名
が
白
鳥

氏
で
、
後
に
長
岑
氏
に
改
姓
し
た
こ
と
を
佐
伯
有
清
「『
入
唐
求
法
巡

礼
行
記
』
所
載
人
名
考
異
」（
井
上
光
貞
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
古
代
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史
論
叢
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
が
論
証
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
白
鳥
高
名
」
が
正
し
い
。
た
だ
し
、
こ
の
論
文
に
は
高
名

が
『
経
国
集
』
詩
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い

巻
十
一　

九
二
頁
下　

伊
永
代

作
者
名
の
下
に
「
恐
伊
与
部
伊
岐
之
類
」
の
注
記
が
あ
る
。「
伊
」

は
伊
与
部
あ
る
い
は
伊
岐
な
ど
の
省
略
で
あ
ろ
う
と
い
う
。『
経
国

集
』
巻
十
三
の
一
首
を
収
め
る
。
そ
の
作
者
名
は
「
伊
永
氏
」。
こ
れ

は
本
間
洋
一
「
嵯
峨
帝
と
漢
詩
人
達
」（『
王
朝
漢
詩
叢
攷
』
和
泉
書
院
、

二
〇
一
九
年
。
初
出
一
九
八
一
年
）
に
伊
福
部
永
氏
で
あ
ろ
う
と
す
る

の
が
正
し
い
。『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
（
八
四
二
）
正
月
十
九
日

条
に
正
六
位
上
伊
福
部
宿
禰
永
氏
が
外
従
五
位
下
を
与
え
ら
れ
た
記
事

が
あ
る
。

巻
十
一　

九
二
頁
下　

常
光
守

『
経
国
集
』
巻
十
三
の
一
首
を
収
め
る
。
こ
れ
も
前
掲
本
間
論
文
に

常
道
兄
守
に
比
定
す
る
の
が
正
し
い
。
兄
守
は
承
和
十
年
（
八
四
三
）、

従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
尾
張
介
と
な
り
、
嘉
承
三
年
（
八
五
〇
）、

豊
後
守
と
な
る
（『
続
日
本
後
紀
』）。

巻
十
一　

九
二
頁
下　

巧
諸
勝

『
経
国
集
』
巻
十
三
の
一
首
を
収
め
る
。『
経
国
集
』
も
巧
諸
勝
。
前

掲
本
間
論
文
は
広
根
諸
勝
に
比
定
す
る
が
、
先
の
二
人
ほ
ど
確
実
で
は

で
は
な
い
。「
巧
」
は
氏
姓
の
一
字
で
あ
る
が
、「
巧
」
と
「
廣
」
と
で

は
草
行
書
体
を
想
定
し
て
も
紛
れ
そ
う
に
な
い
。
ま
た
安
原
諸
勝
と
い

う
名
も
『
類
聚
国
史
』（
巻
九
十
九
）
に
見
え
、
天
長
五
年
（
八
二

七
）
正
月
七
日
に
正
六
位
か
ら
外
従
五
位
下
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

「
安
」
も
「
巧
」
と
は
違
い
過
ぎ
る
。
姓
は
未
詳
と
す
る
ほ
か
な
い
だ

ろ
う
。

巻
二
十
三　

二
〇
三
頁
上　

藤
原
老
快

『
雑
言
奉
和
』
の
一
首
を
収
め
る
が
、
こ
れ
も
「
老
快
」。
た
だ
し

『
日
本
詩
紀
』
は
作
者
名
の
下
に
「
老
一
作
ㇾ
孝
」
の
注
記
を
付
す
。

「
孝
快
」
と
な
る
。
藤
原
孝
快
の
名
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
見
え
る
（「
老

快
」
は
な
い
）。
氏
宗
の
孫
で
春
景
の
子
。
名
に
「
老
」
の
字
を
用
い

る
例
は
極
め
て
少
な
い
。『
尊
卑
分
脈
』
に
尋
ね
て
も
春
日
蔵
老
（『
懐

風
藻
』『
万
葉
集
』
作
者
）
と
伊
勢
老
人
の
二
人
の
み
で
あ
る
。「
孝

快
」
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

巻
二
十
四　

二
一
二
頁
上　

笙
笠
夏
蔭
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『
雑
言
奉
和
』
の
一
首
を
収
め
る
が
、
こ
れ
も
「
笙
笠
」。
し
か
し
笙

笠
の
氏う
じ

名な

は
例
を
見
出
せ
な
い
。『
新
撰
姓
氏
録
』、
竹
内
理
三
他
編

『
古
代
人
名
辞
典
』
に
も
な
い
。「
笙
」
は
衍
字
で
「
笠
夏
蔭
」
で
あ
ろ

う
。

巻
二
十
四　

二
一
六
頁
上　

島
田
唯
上

『
本
朝
文
粋
（
（
（

』
巻
七
の
大
江
匡
衡
「
省
試
詩
論
奏
状
」（
178
）
に
論
証

の
た
め
に
引
用
す
る
「
涇
渭
殊
ㇾ
流
」
詩
の
二
聯
を
収
め
る
が
、『
本

朝
文
粋
』
は
「
惟
上
」
で
あ
る
。
ま
た
『
三
代
実
録
』
仁
和
元
年
正
月

七
日
条
、『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
十
に
名
が
記
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も

「
惟
上
」
で
あ
る
。「
唯
上
」
は
単
な
る
誤
写
で
あ
ろ
う
。

巻
二
十
八　

二
四
八
頁
下　

三
善
善
宗

『
扶
桑
集
』
の
四
首
を
収
め
る
。『
扶
桑
集
（
（
（

』
で
は
き
わ
め
て
異
例
で

あ
る
が
氏
姓
を
欠
き
、「
善
宗
」
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
『
和
漢
朗
詠

集
』
巻
下
・
故
宮
付
故
宅
に
一
聯
を
引
く
が
「
善
宗
」
の
み
。
こ
の
善

宗
に
つ
い
て
、
島
田
善
宗
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
出
さ
れ
て
い
る

（
田
坂
順
子
「『
扶
桑
集
』
の
詩
人
達
―
沈
淪
の
詩
人
、
善
宗
を
め
ぐ
っ

て
ー
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
二
号
、
一
九
八
六
年
）。
ほ
か
に
、

三�

善
善
宗　
『
本
朝
一
人
一
首
』。
な
お
日
本
古
典
文
学
大
系
『
和
漢

朗
詠
集
』
の
頭
注
に
「
作
者
は
底
本
の
ご
と
く
三
善
善
宗
で
あ
ろ

う
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
う
も
の
も
あ
る
が
、
大
系
本
の
底
本
、

伝
行
成
筆
粘
葉
本
は
「
善
宗
」
の
み
で
あ
り
、
論
拠
に
な
ら
な
い
。

葛�

井
善
宗　

所
功
、
人
物
叢
書
『
三
善
清
行
』（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
七
〇
年
）。

の
二
説
も
あ
る
。
な
お
、
島
田
善
宗
、
葛
井
善
宗
は
歴
史
史
料
に
実
在

を
確
認
で
き
る
が
、
三
善
善
宗
は
他
の
史
資
料
に
名
を
見
出
し
得
な
い
。

巻
二
十
八　

二
五
一
頁
上　

菅
原
雅
照

名
の
下
に
「
文
時
之
子
」
の
注
記
が
あ
る
。「
駅
馬
声
相
応
」
題
の

二
聯
を
収
め
、「
見
二
江
談
一
」
の
注
記
を
付
す
。『
江
談
抄
（
（
（

』
巻
四
―

34
が
出
典
で
あ
る
が
、
そ
の
作
者
注
記
は
「
菅
惟
熙
」
で
あ
る
。『
尊

卑
分
脈
』『
菅
原
氏
系
図
』
も
文
時
の
子
と
し
て
惟
熙
を
記
す
。「
雅

照
」
は
こ
れ
を
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

巻
二
十
九　

二
五
七
頁　

橘
正
道

『
応
和
詩
合
』（『
善
秀
才
宅
詩
合
（
（
（

』）
他
の
詩
を
収
め
る
が
、
当
詩
合

の
作
者
表
記
は
「
正
通
」。
ま
た
『
日
本
詩
紀
』
も
目
録
は
「
通
」
に

作
る
。
単
な
る
誤
り
で
あ
る
。
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巻
二
十
九　

二
六
一
頁
上　

藤
原
秀
孝

「
鶯
啼
春
暮
時
」
題
の
一
首
を
収
め
「
見
二
応
和
詩
合
一
」
と
注
す
る
。

応
和
三
年
（
九
六
三
）
の
『
善
秀
才
宅
詩
合
』
で
あ
る
が
、
そ
の
と
お

り
「
秀
孝
」
と
あ
る
。
し
か
し
『
二
中
歴
』
巻
十
二
・
詩
人
歴
に
は

「
藤
季
孝
」
と
あ
る
。
ま
た
『
尊
卑
分
脈
』
藤
原
貞
嗣
流
の
季
雅
の
子

と
し
て
「
季
孝
」
が
あ
り
、「
文
、
式
、
正
五
下
播
磨
守
」
の
注
記
が

あ
る
が
、「
書
写
山
円
教
寺
鐘
銘
」（
寛
和
三
年
［
九
八
四
］
作
）（『
書

写
山
円
教
寺
旧
記
（
（
（

』
所
収
）
に
「
当
州
刺
史
藤
原
季
孝
、
殊
感
二
霊
験
一
、

専
加
二
興
隆
一
」
と
あ
る
。「
当
州
刺
史
」
は
播
磨
守
を
い
う
。
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
「
季
孝
」
が
正
し
い
。

巻
二
十
九　

二
六
二
頁
下　

三
善
篤
信

「
柳
絮
飄
二
春
雪
一
」
題
の
一
首
を
収
め
「
見
二
応
和
詩
合
一
」
と
注
す

る
。『
善
秀
才
宅
詩
合
』
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
合
は
「
秀
才
」
す
な
わ

ち
文
章
得
業
生
が
主
宰
し
、
大
学
寮
に
学
ぶ
学が
く

生し
ょ
うた

ち
に
よ
る
詩
合
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
詩
人
は
す
べ
て
「
茂
能
〈
（
（1
（

保
胤
〉」
の
よ
う
に
、
学

生
と
し
て
の
字あ
ざ
なと
名
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
賀
茂
保
胤

を
い
う
。
篤
信
は
「
三
二
〈
篤
信
〉」
と
あ
る
。「
三
二
」
が
篤
信
の
学

生
の
字
で
あ
る
が
、
上
の
字
（
こ
れ
で
は
「
三
」）
は
姓
氏
の
一
字
を

取
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
『
日
本
詩
紀
』
は
三
を
三
善
氏
と
考
え
、

三
善
篤
信
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
三
善
篤
信
な
る
人
物
は
存
在
し

な
い
。『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
所
収
の
安
和
元
年
（
九
六
八
）
の
藤
原

国
光
の
文
章
得
業
生
課
試
に
関
す
る
奏
状
に
「
三
統
篤
信
」
の
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
正
し
い
氏
名
で
あ
る
。

巻
三
十
四　

三
一
九
頁
上　

笠
雅
量

『
新
撰
朗
詠
集
』
所
収
の
「
寒
夜
撫
二
鳴
琴
一
」
題
の
一
聯
（
管
絃

431
）
を
引
く
。
そ
の
作
者
名
は
「
笠
雅
望
」。
こ
れ
に
従
う
。

巻
四
十
四　

三
九
六
頁
下　

藤
原
公
朋

名
の
下
に
「
為
光
公
之
玄
孫
、
通
輔
之
子
」
の
注
記
が
あ
る
が
、
こ

れ
に
該
当
す
る
の
は
「
公
明
」
で
あ
る
。（『
尊
卑
分
脈
』）。『
朝
野
群

載
（
（1
（

』
巻
二
所
収
の
「
走
脚
詩
」
を
収
め
る
が
、
作
者
名
は
「
公
明
」。

こ
れ
ら
か
ら
「
朋
」
は
「
明
」
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二

以
下
、
人
名
の
比
定
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。

巻
四　

二
三
頁
下　

是
貞
親
王　

「
詠
ㇾ
史
得
二
梁
孝
王
一
」
の
題
の
「
鄒
枚
散
後
平
台
静　

空
遣
二
春
風
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只
断
一
ㇾ
腸
」
の
一
聯
を
収
め
る
。「
見
二
新
撰
朗
詠
集
一
」
と
出
典
を
記

す
。
そ
こ
で
『
新
撰
朗
詠
集
』
諸
本
の
作
者
表
記
を
見
る
と
、
是
貞
親

王
と
す
る
の
は
群
書
類
従
本
の
み
で
、
穂
久
邇
文
庫
本
他
の
古
写
本
五

本
は
貞
真
親
王
と
す
る
。
ま
た
『
十
訓
抄
（
（1
（

』「
朋
友
を
選
ぶ
べ
き
事
」

の
序
に
「
清
和
第
九
の
皇
子
、
貞
真
親
王
の
作
り
給
へ
り
け
る
」
と
し

て
こ
の
一
聯
を
引
用
す
る
。
さ
ら
に
『
二
中
歴
』
巻
十
二
・
詩
人
歴
、

『
西
宮
記
』
巻
十
五
・
竟
宴
事
、『
新
儀
式
』
巻
四
・
花
宴
事
な
ど
に
、

貞
真
親
王
の
能
文
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
是
貞
親
王
は

「
是
貞
親
王
家
歌
合
」
の
主
宰
者
と
し
て
和
歌
史
の
上
で
は
周
知
の
人

で
あ
る
が
、
詩
文
に
関
し
て
は
こ
れ
を
記
し
た
資
料
を
見
出
し
得
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
新
撰
朗
詠
集
』
の
作
者
注
記
は
古
写
本
に
記
す

「
貞
真
親
王
」
に
拠
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
日
本
詩
紀
』
の

作
者
名
も
「
貞
真
親
王
」
に
改
め
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
参
考
論
文
②

　巻
二
十
四　

二
一
五
頁
上　

藤
原
季
方

「
三
月
尽
」
の
一
聯
「
林
間
縦
有
二
残
花
在
一
、
留
到
二
明
朝
一
不
二
是

春
一
」
を
収
め
「
見
二
新
朗
詠
一
」
と
注
記
を
付
す
。『
新
撰
朗
詠
集
（
（1
（

』

を
確
認
し
て
み
る
と
、
巻
上
・
三
月
尽
に
見
え
る
。「
三
月
尽
」
に
引

く
詩
句
の
作
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

45　

白
（
白
居
易
）

46　

季
方

47　

菅
三
品
（
菅
原
文
時
）

48　

中
書
王
（
兼
明
親
王
）

49　

実
範
（
藤
原
）

『
新
撰
朗
詠
集
』
の
各
部
類
に
お
け
る
作
品
の
配
列
は
中
国
詩
文
の
長

句
、
詩
句
、
本
朝
詩
文
の
長
句
、
詩
句
、
和
歌
と
い
う
順
序
で
、
さ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
は
時
代
順
と
な
る
。
46
が
そ
う
で
あ
る
が
、『
新

撰
朗
詠
集
」
諸
本
の
作
者
注
を
見
る
と
、「
季
方
」
と
す
る
の
は
穂
久

邇
文
庫
本
の
み
で
、
陽
明
文
庫
本
ほ
か
十
本
は
「
李
方
」
で
あ
る
。
季

方
で
あ
れ
ば
ス
エ
カ
タ
と
読
め
る
が
、
李
方
で
は
日
本
の
人
名
と
し
て

読
も
う
と
す
る
と
読
み
が
た
い
。
あ
る
い
は
こ
れ
は
中
国
の
人
名
で
は

な
い
の
か
。『
新
撰
朗
詠
集
』
に
は
中
国
の
詩
句
が
『
千
載
佳
句
（
（1
（

』
か

ら
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認
し
て
み
る
と
、
は
た
し
て
巻
上
、
四
時

部
・
送
春
に
こ
の
詩
句
が
あ
る
。
作
者
名
は
「
季
方
」。『
千
載
佳
句
』

は
我
が
国
の
大
江
維
時
編
纂
の
佳
句
集
で
あ
る
が
、
収
め
る
詩
句
は
す

べ
て
唐
代
の
詩
人
（
数
人
の
新
羅
人
）
の
作
で
あ
る
。
こ
の
集
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
唐
代
詩
人
の
作
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
よ

っ
て
こ
の
詩
句
は
『
日
本
詩
紀
』
に
収
め
ら
れ
る
は
ず
の
な
い
句
で
あ

っ
た
。
こ
の
錯
誤
は
林
鵞
峰
編
『
本
朝
一
人
一
首
（
（1
（

』
に
遡
る
。
参
考
論

文
②
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巻
三
十
四　

三
一
七
頁
上　

菅
原
義
明

名
の
下
に
「
雅
熙
之
孫
、
宣
義
之
子
」
と
注
記
が
あ
る
。「
王
昭

君
」
題
の
一
聯
「
翡
翠
扇
飜
渓
霧
断
、
琵
琶
絃
咽
嶺
泉
懸
」
を
収
め
、

「
見
二
新
朗
詠
一
」
と
注
す
る
。『
新
撰
朗
詠
集
』
を
確
か
め
る
と
、
巻

下
・
王
昭
君
に
引
く
。「
王
昭
君
」
の
部
に
引
く
詩
句
の
作
者
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

653　

陳
国

654　

善
相
公
（
三
善
清
行
）　

655　

菅
名
明

656　

匡
衡
（
大
江
）

657　
（
同
）

658　

斉
名
（
紀
）

詩
句
の
引
用
は
省
略
し
た
が
、
655
番
詩
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
名

が
異
な
る
。『
新
撰
朗
詠
集
』
の
諸
本
を
見
て
も
「
義
明
」
と
表
記
す

る
も
の
は
な
い
。
ま
た
「
藤
原
季
方
」
の
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
詩
句

の
配
列
は
時
代
順
で
あ
る
。
655
詩
の
作
者
は
延
喜
期
の
三
善
清
行
と
一

条
朝
の
大
江
匡
衡
の
間
の
詩
人
の
は
ず
で
あ
る
。
菅
原
義
明
の
生
没
年

は
未
詳
で
あ
る
が
、
父
の
宣
義
は
匡
衡
と
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
か
ら
、

義
明
は
匡
衡
の
前
に
位
置
す
る
詩
人
で
は
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
、

「
菅
名
明
」
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
菅
野
名
明

で
あ
る
。『
二
中
暦
』
巻
十
二
・
詩
人
歴
に
「
菅
野
名
明
〈
勘
解
由
次

官
〉」
と
あ
り
、
同
、「
扶
桑
集
七
十
六
人
」
に
も
名
が
記
さ
れ
る
。
現

存
本
に
は
残
ら
な
い
が
、
彼
は
『
扶
桑
集
』
の
詩
人
で
あ
っ
た
。
ま
た

『
天
徳
三
年
闘
詩
行
事
略
記
』
に
「
勘
解
由
次
官
菅
野
名
明
」
と
見
え

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
村
上
朝
の
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、『
新
撰
朗
詠
集
」
の
配
列
と
も
矛
盾
し
な
い
。『
和
漢
朗
詠

集
』『
類
聚
句
題
抄
』
ほ
か
に
詩
が
残
る
（
（1
（

。「
菅
原
義
明
」
と
す
る
誤
り

は
『
本
朝
一
人
一
首
』
に
遡
る
。
編
者
鵞
峰
は
『
新
撰
朗
詠
集
』
の

「
菅
名
明
」
を
「
菅
」
は
菅
原
と
推
断
し
、「
菅
原
氏
系
譜
」
の
中
か
ら

「
名
明
」
に
似
た
名
を
選
び
出
し
て
新
た
な
詩
人
を
作
り
出
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
参
考
論
文
②

巻
三
十
四　

三
一
九
頁
上　

津
守
棟
国

『
新
撰
朗
詠
集
」
の
「
王
昭
君
」
題
の
「
一
双
涙
滴
黄
河
水　

願
得

東
流
入
漢
家
」
を
収
め
る
。
棟
国
を
『
住
吉
社
神
主
并
一
族
系
図
』
で

確
か
め
る
と
、
そ
の
生
没
は
未
詳
で
あ
る
が
、
父
国
平
は
弘
安
三
年

（
一
二
八
〇
）
に
、
兄
弟
の
国
助
は
永
仁
七
年
（
一
二
九
九
）
に
没
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
棟
国
は
鎌
倉
後
期
の
人
と
な
る
。
一
方
、

『
新
撰
朗
詠
集
』
は
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
か
ら
長
承
二
年
（
一
一
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三
三
）
の
間
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（1
（

。
そ
の
詩
集
に
鎌
倉
末
期
の

人
の
詩
が
入
集
す
る
は
ず
が
な
い
。「
王
昭
君
」
詩
は
津
守
棟
国
の
作

で
は
な
い
。

『
新
撰
朗
詠
集
』
に
戻
っ
て
み
る
と
、「
菅
原
義
明
」
の
項
に
示
し
た

と
お
り
で
、
653
「
陳
国
」
が
そ
れ
で
あ
る
。「
善
相
公
」、
三
善
清
行
の

前
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
寛
平
・
延
喜
期
の
清
行
に
先
立
つ
平
安
前
期

に
棟
国
あ
る
い
は
陳
国
な
る
詩
人
は
存
在
し
な
い
。
前
述
の
『
新
撰
朗

詠
集
』
の
配
列
順
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
は
中
国
詩
人
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
の
「
藤
原
季
方
」
の
例
を
考
え
て
『
千

載
佳
句
』
を
確
か
め
る
と
、
巻
上
・
人
事
部
・
王
昭
君
に
唯
一
の
詩
句

と
し
て
こ
の
詩
句
が
引
か
れ
て
い
る
。
作
者
は
「
陳
潤
」、
こ
れ
が
本

来
の
作
者
で
あ
る
。
陳
潤
は
唐
の
代
宗
時
代
の
人
、『
全
唐
詩
』
巻
二

七
二
に
八
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
陳
潤
が
陳
国
に
、
さ
ら
に
棟
国
に

誤
ら
れ
て
架
空
の
詩
人
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
錯
誤
も
『
本

朝
一
人
一
首
』
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
参
考
論
文
②
。

巻
三
十
六　

三
二
五
頁
上　

源
俊
房

「
夜
閑
只
聞
ㇾ
蛬
」
の
題
の
「
孀
閨
枕
冷
吟
風
暁　

孤
館
夢
残
怨
雨

秋
」
を
収
め
る
が
、
詩
題
に
「
見
二
新
朗
詠
一
」
の
注
記
が
あ
る
。『
新

撰
朗
詠
集
』
よ
り
採
録
し
た
こ
と
を
い
う
。

先
に
見
た
よ
う
に
、『
日
本
詩
紀
』
は
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
詩
人

比
定
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
詩
句
に

つ
い
て
も
、
迂
遠
で
は
あ
る
が
『
一
人
一
首
』
に
ま
で
遡
っ
て
検
討
し

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
本
朝
一
人
一
首
』
巻
八
に
次
の
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

405　

長
楽
寺
に
遊
ぶ　
　
　
　
　

源
師
房

青
苔
院
静
か
に
し
て
地
空
し
く
老
い　

碧
樹
路
深
く
し
て
山
童わ
ら
わな

ら
ず

林
子
曰
は
く
、
師
房
は
具
平
の
子
な
り
。
所
謂
源
右
府
是
れ

な
り
と
。

こ
の
詩
を
含
む
401
か
ら
430
ま
で
は
『
新
撰
朗
詠
集
』
を
出
典
と
す
る
。

430
詩
の
後
に
「
右
三
十
人
、
基
俊
『
新
撰
朗
詠
』
に
見
え
た
り
」
と
あ

る
。
そ
こ
で
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
戻
っ
て
み
る
。
巻
下
・
山
寺
、
546
番

詩
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
詩
題
、
作
者
表
記
は
「
長
楽
寺
、
源
左
府
」
と

あ
る
。
源
左
府
は
師
房
で
は
な
い
。
師
房
は
「
林
子
」
の
い
う
と
お
り

「
源
右
府
」
で
あ
る
（
師
房
は
右
大
臣
で
薨
じ
て
い
る
）。「
右
府
」
な

の
か
、「
左
府
」
な
の
か
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
右
と
左

は
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
原
典
に
ま
で
遡
っ
て
み
る
。

こ
の
一
聯
は
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
（
（1
（

』
巻
九
所
収
の
〔
三
七
〕
の

詩
群
八
首
の
第
二
首
の
第
三
聯
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
群
は
詩
題
と
第
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一
・
二
首
の
作
者
表
記
を
欠
い
て
い
る
。
し
か
し
第
一
首
は
『
本
朝
無

題
詩
』
巻
八
所
収
の
「
長
楽
寺
」
と
題
す
る
源
経
信
詩
と
同
一
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
こ
れ
で
詩
題
は
明
ら
か
に
な
る
。
第
二
首

を
引
用
す
る
。

吾
尋
二
古
寺
一
到
二
城
東
一 

遠
近
春
光
四
望
同

陌
柳
□
上
三
月
雨　
　
　

祠
花
飄
雪
一
朝
風

青
苔
院
寂
地
空
老　
　
　

碧
樹
路
涼
山
不
ㇾ
童

好
飲
能
文
希
有
会　
　
　

此
時
此
事
記
神
裏（

マ
マ
）

　
　

傍
線
部
が
前
掲
の
405
で
あ
る
。

こ
の
詩
は
い
つ
の
作
な
の
か
を
考
え
て
み
る
。
第
三
首
は
「
左
大
弁

匡
房
」
の
、
第
四
首
は
「
左
中
弁
季
仲
」
の
作
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の

官
職
に
注
目
す
る
と
、
二
人
と
も
が
応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
六
月
二

十
三
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
官
に
就
い
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』）。
引
用
詩
の

第
3
句
に
「
三
月
雨
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
詩
は
翌
応
徳
二

年
以
後
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
以
後
、

寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
ま
で
、
源
俊
房
と
弟
彰
房
が
左
右
大
臣
を
占

め
る
時
代
が
続
い
た
。
俊
房
は
『
今
鏡
』『
後
拾
遺
往
生
伝
』
な
ど
に

属
文
の
才
が
讃
え
ら
れ
、
詩
の
み
な
ら
ず
漢
文
の
和
歌
序
三
首
の
作
も

あ
る
（
（2
（

の
に
対
し
て
、
彰
房
は
歌
人
と
し
て
は
名
を
知
ら
れ
る
が
、
詩
文

の
世
界
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢

詩
」
の
第
二
首
は
俊
房
の
作
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
新
撰

朗
詠
集
』
546
の
作
者
は
そ
の
注
記
の
と
お
り
「
源
左
府
」
と
し
て
、
源

俊
房
と
す
る
の
が
正
し
い
。
し
た
が
っ
て
『
本
朝
一
人
一
首
』
405
も
俊

房
の
作
と
な
る
。
師
房
で
は
な
い
。『
一
人
一
首
』
は
誤
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
続
く
406
の
詩
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

夜
閑
か
に
し
て
只た
だ

蛩こ
お
ろ
ぎを

聞
く　
　
　
　
　

源
俊
房

孀
閨
枕
冷
し
風
に
吟
ず
る
暁　
　

孤
館
夢
残
る
雨
を
怨
む
秋

林
子
曰
は
く
、
俊
房
は
師
房
の
子
な
り
。
具
平
よ
り
三
代
相

続
い
て
文
才
有
り
。
俊
房
は
所
謂
堀
河
左
大
臣
な
り
。
…
…
。

『
本
朝
一
人
一
首
』
は
こ
れ
を
俊
房
の
詩
と
す
る
。
冒
頭
に
引
用
し
た

詩
句
と
同
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
記
述
を
『
日
本
詩
紀
』
は
踏

襲
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
405
が
俊
房
の
詩
で
あ
る
こ
と
は
右
に
論

証
し
た
と
お
り
で
あ
る
。『
本
朝
一
人
一
首
』
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ

の
詩
集
に
俊
房
の
詩
が
二
首
あ
る
は
ず
は
な
い
。
こ
の
詩
は
別
人
の
詩

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
同
じ
く
『
新
撰
朗
詠
集
』
を
出
典

と
す
る
（
巻
上
・
虫
312
）。
そ
う
し
て
作
者
表
記
は
「
堀
右
大
臣
」
と

あ
る
。
堀
河
右
大
臣
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
作
者
は
堀
河
右
大
臣
と
し
て

考
え
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
林
子
が
い
う
「
堀
河
左〇

大
臣
」

で
は
な
い
）。
そ
う
す
る
と
藤
原
頼
宗
が
浮
か
び
上
が
る
。
頼
宗
は
道

長
の
子
で
、
頼
通
の
弟
で
あ
る
。
従
一
位
、
右
大
臣
に
至
り
、
康
平
八
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年
（
一
〇
六
五
）
出
家
の
後
、
没
す
。『
尊
卑
分
脈
』
に
「
号
堀
河
右

大
臣
」
と
あ
る
。
頼
宗
は
『
今
鏡
』
巻
六
「
絵
合
の
歌
」
に
貫
之
、
兼

盛
と
共
に
歌
才
が
賞
揚
さ
れ
、
家
集
『
入
道
右
大
臣
集
』
が
残
る
。
従

来
、
こ
の
よ
う
に
歌
人
と
し
て
の
側
面
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
彼
は

詩
人
で
も
あ
る
。『
小
野
僧
正
請
雨
行
法
賀
雨
詩
』（「
続
群
書
類
従
」

第
十
三
巻
、
巻
三
一
八
）
に
「
側ほ
の

か
に
天
台
座
主
の
左
金
吾
納
言
に
与

ふ
る
賀
雨
贈
答
の
作
を
聞
き
て
、
偸ひ
そ

か
に
鄙
懐
を
抽ぬ

き
て
戸
部
尚
書
に

呈
し
奉
る
」
と
題
し
た
「
春
宮
大
夫
」
の
一
首
が
あ
る
。
こ
の
『
小
野

僧
正
請
雨
行
法
賀
雨
詩
』
は
長
元
六
年
（
一
〇
三
三
）
五
月
、
仁
海
が

神
泉
苑
に
請
雨
行
法
を
行
い
、
そ
の
効
験
に
よ
り
降
雨
の
あ
っ
た
こ
と

を
賀
す
詩
群
十
首
で
あ
る
が
、
長
元
六
年
に
お
け
る
春
宮
大
夫
は
藤
原

頼
宗
で
あ
る
。
ま
た
『
和
漢
兼
作
集
』
に
「
秋
山
眺
望
」（
巻
八
858
）、

「
初
冬
於
白
河
院
即
事
」（
巻
九
980
）
の
二
聯
を
収
め
る
。
そ
の
作
者
表

記
は
「
堀
川
前
右
大
臣
」。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
406
詩
の
作
者
は
藤
原

頼
宗
と
な
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、『
本
朝
一
人
一
首
』
の
405
の
作
者
は
源
俊
房
、

406
の
作
者
は
藤
原
頼
宗
と
な
る
。『
一
人
一
首
』
の
過
誤
は
こ
の
よ
う

に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
『
日
本
詩
紀
』
の
作
者
名
を
正
す
と
次
の
よ

う
に
な
る
。
巻
三
十
五
、
三
二
〇
頁
に
「
源
師
房
」
が
立
項
さ
れ
、

「
秋
色
変
二
山
水
一
」
と
「
遊
二
長
楽
寺
一
」
の
二
首
を
収
め
る
が
、
後
者

は
前
述
の
『
一
人
一
首
』
の
405
詩
と
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
論
証

し
た
よ
う
に
源
俊
房
の
作
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
詩
句
は
こ
こ

か
ら
削
除
し
て
三
二
五
頁
の
「
源
俊
房
」
の
項
へ
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
俊
房
の
作
と
す
る
「
夜
閑
只
聞
蛬
」
題
の
詩
は

そ
う
で
は
な
く
、
藤
原
頼
宗
の
作
で
あ
る
が
、『
日
本
詩
紀
』
に
は
頼

宗
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。

三

前
節
で
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
作
者
比
定
の
誤
り
を
正
し
た
の
で
、

并
せ
て
、
前
掲
参
考
論
文
②
で
は
見
過
ご
し
て
い
た
他
の
過
誤
の
例
を

正
し
て
お
き
た
い
。

『
本
朝
一
人
一
首
』
巻
五
に
藤
原
隆
家
の
「
暮
秋
左
相
府
宇
治
別
業

即
事
」
一
首
（
221
）
を
収
め
る
が
、
こ
れ
は
『
本
朝
麗
藻
』
を
出
典
と

す
る
。
235
「
夢
中
謁
二
白
太
保
・
元
相
公
一
」（
高
階
積
善
）
の
あ
と
に

「
以
上
十
九
人
、『
本
朝
麗
藻
』
下
巻
に
見
え
た
り
」
と
あ
る
。
そ
の

『
本
朝
麗
藻
』
を
見
る
と
、
山
庄
部
に

（
（2
（87

「
暮
秋
、
於
左
相
府
宇
治
別

業
即
事
」（
藤
原
道
長
）、「
同
前
」（
88
拾
遺
納
言
・
89
源
孝
道
）
の
三

首
が
あ
る
が
、
88
詩
が
『
一
人
一
首
』
に
引
く
詩
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
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『
一
人
一
首
』
は
拾
遺
納
言
を
藤
原
隆
家
と
解
し
た
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
に
は
疑
問
が
あ
る
。。

道
長
は
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
閏
九
月
二
十
一

日
条
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

天
晴
、
早
行
二
宇
治
一、
乗
ㇾ
舟
。
同
道
右
衛
門
督
・
勘
解
由
長

官
・
右
大
弁
。
於
二
舟
中
一
有
二
連
句
一。
着
ㇾ
家
有
ㇾ
題
、
於
二
宇
治

別
業
一
即
事
。
以
言
作
ㇾ
序
。

こ
れ
に
よ
っ
て
作
詩
年
時
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
ま
た
同
行
の
人
も
知

ら
れ
る
。「
右
衛
門
督
」
以
下
は
藤
原
斉
信
・
同
有
国
・
同
行
成
で
あ

る
。
隆
家
の
名
は
な
い
。
も
し
隆
家
が
参
加
し
て
い
れ
ば
、
身
分
（
権

中
納
言
）
か
ら
、
有
国
の
前
に
書
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

「
拾
遺
納
言
」
は
侍
従
中
納
言
の
唐
名
で
あ
る
が
、
一
条
朝
に
あ
っ

て
拾
遺
納
言
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
道
長
が
こ
こ
で
は
「
右
大

弁
」
で
称
し
て
い
る
行
成
で
あ
る
。
隆
家
は
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）

正
月
か
ら
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
二
月
ま
で
の
二
年
間
、
侍
従
中
納

言
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
行
成
は
参
議
と
な
っ
た
長
保
三
年
十
月
に

侍
従
を
兼
ね
、
権
中
納
言
に
昇
っ
た
寛
弘
八
年
か
ら
は
侍
従
中
納
言
と

な
り
、
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
ま
で
そ
の
官
に
在
っ
た
。
同
時
代
の

『
小
右
記
』
に
「
拾
遺
納
言
」
の
用
例
を
探
し
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど

が
行
成
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
『
二
中
歴
』
巻
十
二
・
詩
人
歴
に
『
本

朝
麗
藻
』
の
詩
人
三
十
四
人
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
行
成
は
「
拾
遺

納
言
〈
行
成
〉」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
諸
点
か
ら
、
221
番
詩
の
作
者
は
藤
原
行
成
と
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。巻

八
に
藤
原
滋
藤
を
立
項
し
（
376
）、「
閏
三
月
」
の
題
の
「
花
悔
ㇾ

帰
ㇾ
根
悔
無
ㇾ
益
、
鳥
期
ㇾ
入
ㇾ
谷
定
延
ㇾ
期
」
を
引
く
。
そ
う
し
て
こ
の

よ
う
に
言
う
。

林
子
曰
は
く
、
滋
藤
は
武
智
麻
呂
の
晜こ
ん

孫そ
ん

、
如ゆ
き

道み
ち

の
弟
な
り
。
朗

詠
の
註
に
誤
っ
て
清
原
と
為
す
と
。

「
晜
孫
」
は
五
代
の
孫
の
意
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
も
こ
れ
に

従
い
、
藤
原
氏
と
す
る
。
し
か
し
、
再
考
の
要
が
あ
る
。

こ
の
詩
の
出
典
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
、
巻
上
・
閏
三
月
に
見
え
る
。

こ
の
部
類
に
引
く
詩
文
は
三
首
で
、
そ
の
作
者
、
題
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

59
陸
侍
御

60
順　
　

今
年
又
有
春
序

61
清
滋
藤　

同
詩

で
あ
る
。
順
の
詩
序
と
滋
藤
の
詩
は
「
今
年
又
有
ㇾ
春
」
の
同
題
で
同

時
の
作
で
あ
る
が
、
詠
作
時
が
明
ら
か
に
な
る
。
応
和
元
年
（
九
六
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一
）
閏
三
月
、
章
明
親
王
邸
の
詩
宴
で
の
作
で
あ
る
（
（2
（

。「
今
年
又
有
レ

春
」
す
な
わ
ち
閏
三
月
か
ら
年
が
限
定
さ
れ
る
。
一
方
、
林
子
が
い
う

如
道
も
同
じ
く
『
一
人
一
首
』
に
入
集
す
る
。『
雑
言
奉
和
』
を
出
典

と
す
る
183
「
惜
ㇾ
秋
翫
二
菊
花
一
、
応
ㇾ
製
」）
で
あ
る
。
如
道
の
生
没
は

未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
宇
多
天
皇
（
八
六
七
―
九
三
一
）
の
御
製

と
応
製
詩
群
中
の
一
首
で
あ
る
。
応
和
と
は
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
弟
の
藤
原
滋
藤
が
こ
の
詩
の
作
者
で
は
あ
り
得
な

い
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
注
記
に
い
う
清
原
氏
が
正
し
い
。
清
原
滋
藤
は

『
扶
桑
集
』
の
詩
人
で
一
首
が
残
る（

（2
（

。

巻
九
に
「
偽
作
并
び
に
無
名
氏
及
び
怪
誕
の
詩
」
を
収
め
る
が
、
次

の
一
首
が
あ
る
。

443　

秋
雁
数
行
書　
　
　
　
　

無
名
氏　

秋
雁
陽
に
随
つ
て
来
た
る
幾

い
く
ば
くか
賖は
る

か
な
る　

数
行
の
書
暮
天
に
点

じ
て
斜
め
な
り

篇
章
定
ま
ら
ず
言
葉
に
迷
ふ　

披
閲
疑
ひ
有
り
て
眼
花
を
拭
ふ

朝
に
山
雲
に
隠
れ
て
湘
帙
巻
き　

暮
に
林
靄
に
過よ

ぎ
り
て
注
文
加

は
る

老
儒
漸
く
耄
い
て
業
に
疲
る
と
雖
も　

宿
癖
相
侵
し
て
望
む
に
尚

遮
る

林
子
曰
は
く
、
是
れ
『
作
文
大
体
』
に
見
え
た
り
。
こ
の
書
、

中
御
門
右
大
臣
宗
忠
の
著
は
す
所
な
り
。
本
朝
の
詩
体
を
論
じ
、

紀
長
谷
雄
・
菅
文
時
・
源
順し
た
ご
う・
慶
保た
す

胤た
ね

等
が
詩
を
引
い
て
、

以
つ
て
例
と
為
す
。
こ
の
詩
、
作
者
を
闕か

く
。
故
に
此
に
載
す
。

想
ふ
に
夫
れ
、
紀
・
菅
・
源
・
慶
等
が
作
に
は
非
じ
。
而
し
て

『
麗
藻
』『
無
題
詩
』
の
作
者
に
比
す
れ
ば
猶な
お

劣
れ
り
。
蓋
し
宗

忠
自
ら
作
る
所
か
。
宗
忠
、
家
乗
有
り
。『
中
右
記
』
と
云
ふ
。

且
つ
『
作
文
大
体
』
を
著
は
す
と
き
は
、
文
章
を
好
む
こ
と
知

ん
ぬ
べ
し
。
族
譜
を
以
つ
て
之
を
言
ふ
と
き
は
、
即
ち
道
長
の

後
胤
、
基
俊
の
姪て
つ

な
り
。
必
ず
其
れ
詩
を
作
る
べ
き
も
の
か
。

『
著
聞
集
』
に
曰
は
く
、「
崇
徳
帝
、
天
承
元
年
三
月
二
十
二
日
、

大
納
言
宗
忠
遠
く
白
居
易
を
慕
ひ
、
近
く
南
淵
年
名
・
藤
原
在

衡
を
尋
ね
て
、
白
河
の
山
荘
に
於
い
て
尚
歯
会
を
修
す
。
七
叟

座
に
在
り
。
…
…
」
と
云
々
。
是
善
・
文
時
の
先
例
を
追
ひ
、

時と
き

登な
り

を
使
て
詩
の
序
を
作
ら
し
め
て
、
各
お
の
詩
を
賦
す
。
源

師
時
等
垣
下
に
在
り
。
風
流
と
謂
ひ
つ
べ
し
。
是
に
由
つ
て
之

れ
を
観
れ
ば
、
則
ち
宗
忠
詩
を
作
る
こ
と
決け
つ

矣せ
り

。

一
字
下
げ
の
「
林
氏
曰
は
く
」
以
下
が
編
者
林
鵞
峰
の
論
証
で
あ
る
。

要
点
を
記
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
詩
は
藤
原
宗
忠
の
『
作
文
大
体
』
に
見
え
る
が
、
作
者
未
詳
で
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あ
る
。
お
そ
ら
く
宗
忠
自
身
の
作
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
論
拠
は
、

宗
忠
は
漢
文
の
日
記
『
中
右
記
』
を
書
き
、
ま
た
『
作
文
大
体
』
を
編

纂
し
て
い
て
「
文
筆
を
好
む
」
人
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
家
系
を
考
え
る

と
、
道
長
の
後
胤
で
、
基
俊
の
甥
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、

必
ず
や
詩
作
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
基
俊
は
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
編
者

で
宗
忠
の
叔
父
に
当
た
る
。

さ
ら
に
次
の
こ
と
も
あ
る
。
崇
徳
天
皇
の
天
承
元
年
、
宗
忠
が
白
河

の
山
荘
に
尚
歯
会
を
主
宰
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
補
い

つ
つ
読
ん
で
い
く
と
こ
う
い
う
。
尚
歯
会
は
白
居
易
が
八
四
五
年
に
創

始
し
た
行
事
で
、「
尚
歯
」
と
は
「
歯よ
わ
いを
尚と
お
とぶ
」
の
意
で
あ
る
。
七
十

歳
を
超
え
た
七
人
の
老
人
が
会
し
て
宴
を
張
り
、
長
寿
を
祝
い
合
い
、

詩
を
賦
し
た
。
こ
の
行
事
が
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
、
貞
観
十
九
年
（
八

七
七
）
南
淵
年
名
が
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
に
は
藤
原
在
衡
が
主
宰

し
て
会
を
催
し
た
。
宗
忠
は
こ
れ
に
倣
っ
て
開
い
た
の
で
あ
る
。
菅
原

時と
き

登な
り

に
詩
序
を
書
か
せ
、
七
叟
（
七
人
の
老
人
）
が
詩
を
賦
し
、
源
師

時
ら
が
「
垣え
ん
が下
」
と
し
て
陪
席
し
た
。
こ
の
よ
う
な
風
流
韻
事
を
宗
忠

は
主
宰
し
て
い
る
。

鵞
峰
は
以
上
の
よ
う
に
述
べ
て
宗
忠
が
詩
を
賦
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
宗
忠
を
詩
人
と
見
る
に
は
よ
り
ふ
さ
わ
し

い
資
料
が
あ
る
。
宗
忠
に
は
そ
の
詩
が
現
存
す
る
の
で
あ
る
。『
中
右

記
部
類
紙
背
漢
詩
』『
中
右
記
』『
和
漢
兼
作
集
』
に
六
首
と
摘
句
一
聯

が
あ
る
（
拙
編
『
日
本
詩
紀
拾
遺
』）。
た
だ
し
、『
中
右
記
部
類
紙
背

漢
詩
』
と
『
和
漢
兼
作
集
』
は
近
年
に
出
現
し
た
詩
集
で
あ
る
か
ら
、

鵞
峰
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、『
中
右
記
』
は
彼
が
目
に
し
て
も
よ
か

っ
た
史
料
で
あ
る
。『
本
朝
一
人
一
首
』
巻
六
、
291
「
賀
茂
社
を
拝
し

百
度
の
参
詣
を
企
て
懐
ひ
を
述
ぶ　

孝た
か

標す
え

」、
292
「
孝
標
が
韻
に
和
す　

藤
原
頼
長
」
の
評
語
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
、「
林
子
曰
は
く
、
右
二

首
、
頼
長
が
久
安
日
記
に
見
え
た
り
」。「
久
安
日
記
」
は
『
台
記
』
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
鵞
峰
は
藤
原
頼
長
の
日
記
か
ら
詩
を
拾
遺
し
て
い
る
。

な
ら
ば
宗
忠
の
『
中
右
記
』
か
ら
拾
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
中
右
記
』
に
は
自
作
の
次
の
三
首
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

所
思
詠
一
絶
（
大
治
二
年
七
月
七
日
条
）

秋
夜
同
賦
二
月
明
勝
地
中
一
（
大
治
五
年
九
月
十
七
日
条
）

春
日
同
賦
二
養
生
不
一ㇾ
若
ㇾ
花
（
長
承
四
年
三
月
二
十
三
日
条
）

こ
れ
ら
の
詩
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
忠
が
賦
詩
に
堪
能
で
あ
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

し
か
し
初
め
に
戻
っ
て
「
秋
雁
数
行
書
」
は
宗
忠
の
作
で
は
な
い
。

『
江
談
抄
』
巻
四
―
105
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

朝
に
山
雲
隠
し
て
湘
帙
巻
き　

暮
に
林
靄
に
過
ぎ
り
て
注
文
加
は

る　
　

秋
雁
は
数
行
の
書　

以
言
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こ
の
時
、
当
座
の
人
曰
は
く
、
半
ば
は
難
じ
半
ば
は
誉ほ

む
と
。

明
衡
は
請う

け
ず
。
あ
に
遠
き
空
の
雁
、
林
雀
を
通
り
過
ぎ
ん
や

と
。

こ
こ
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
一
聯
は
初
め
に
挙
げ
た
詩
の
第
三
聯
で

あ
る
。
詩
題
も
一
致
す
る
。
そ
う
し
て
作
者
名
と
し
て
「
以
言
」
と
あ

る
。
こ
の
詩
は
大
江
以
言
の
作
な
の
で
あ
る
。
な
お
、『
本
朝
一
人
一

首
』
は
以
言
の
作
と
し
て
「
閑
中
日
月
長
」（
巻
五
・
233
）
を
前
に
提

出
し
て
い
る
。
つ
け
加
え
る
と
、
林
子
は
こ
の
無
名
氏
の
詩
は
「『
麗

藻
』『
無
題
詩
』
の
作
者
に
比
す
れ
ば
猶な
お

劣
れ
り
」
と
評
す
る
の
で
あ

る
が
、
以
言
は
『
本
朝
麗
藻
』
の
詩
人
で
あ
る
。

前
節
に
述
べ
た
源
師
房
→
源
俊
房
、
源
俊
房
→
藤
原
頼
宗
、
本
節
の

藤
原
隆
家
→
藤
原
行
成
、
藤
原
滋
藤
→
清
原
滋
藤
、
無
名
氏
→
大
江
以

言
を
「『
本
朝
一
人
一
首
』
の
過
誤
」
の
例
に
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

四

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
『
日
本
詩
紀
』
の
詩
人
名
を
訂
正
し

た
上
で
、
そ
の
人
名
索
引
を
こ
こ
に
示
す
。

名
は
音
読
し
た
。
漢
字
ご
と
に
ま
と
め
、
画
数
の
少
な
い
も
の
か
ら

順
に
配
列
し
た
。

外
国
人
名
は
姓
名
と
し
て
挙
げ
た
。
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あ

安
興
（
物
部
）	

211

安
世
（
良
岑
）	

50

安
麻
呂
（
大
神
）	

37

　
　

い

以
言
（
大
江
）	

273

以
方
（
坂
合
部
）	
252

伊
周
（
藤
原
）	
264

伊
輔
（
紀
）	

250

伊
頼
（
源
）	

285

倚
平
（
橘
）	

258

惟
熙
（
菅
原
）	

251

惟
喬
親
王	

23

惟
氏	

93

惟
肖
（
菅
野
）	

133

惟
上
（
島
田
）	

216

惟
成
（
藤
原
）	

250

惟
範
（
平
）	

202

維
時
（
大
江
）	

222

為
基
（
紀
）	

313

為
義
（
橘
）	

313

為
憲 （
源
）	

281

為
康
（
三
善
）	

397

為
時
（
藤
原
）	

269

為
政
（
慶
滋
）	

312

一
条
天
皇	

18

尹
経
（
藤
原
）	

384

蔭
基
（
藤
原
）	

216

　
　

う

宇
合
（
藤
原
）	

42

宇
多
天
皇	

16

鬱
檀	

452

　
　

え

永
河
（
坂
田
）	

80

永
見
（
小
野
）	

54

永
氏
（
伊
福
部
）	

92

永
名
（
路
）	
93

永
野
（
大
枝
）	
91

永
頼
（
菅
原
）	

317

英
明
（
源
）	

222

穎
人
（
上
毛
野
）	

58

穎
長
（
多
治
比
）	

92

衛
（
藤
原
）	

82

越
智
人
（
石
川
）	

91

淵
名
（
藤
原
）	

132

　
　

お

王
孝
簾	

103

憶
良
（
山
上
）	

46

乙
麻
呂
（
石
上
）	

45

音
人
（
大
江
）	

104

　
　

か

河
島
皇
子	

21

夏
陰
（
笠
）	

212

夏
嗣
（
浄
野
）	

90

家
経
（
藤
原
）	

326

家
持
（
大
伴
）	

45

雅
規
（
菅
原
）	

234

雅
材
（
藤
原
）	

245

雅
望
（
笠
）	

319

雅
量
（
藤
原
）	

246
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葛
野
王	

34

菅
根
（
藤
原
）	

201

菅
才
子	

397

関
雄
（
藤
原
）	

83

　
　

き

季
孝
（
藤
原
）	
261

季
綱
（
藤
原
）	
378

季
仲
（
藤
原
）	

398

季
方	

215

基
経
（
藤
原
）	

105

基
俊
（
藤
原
）	

393

磯
麻
呂
（
大
枝
）	

92

宜
（
吉
田
）	

41

義
忠
（
藤
原
）	

320

吉
人
（
安
倍
）	

90

宮
作
（
桑
原
）	

67

挙
直
（
藤
原
）	

272

御
依
（
紀
）	

81

匡
衡
（
大
江
）	

288

匡
房
（
大
江
）	

407

境
部
王	

38

今
継
（
坂
上
）	

66

今
雄
（
坂
上
）	

79

　
　

く

具
平
親
王	

24

空
海	

94

　
　

け

兄
守
（
常
道
）	

92

荊
助
仁	

36

経
信
（
源
）	

385

犬
上
王	

35

兼
弘
（
高
丘
）	

262

兼
衡
（
藤
原
）	

398

兼
明
親
王	

23

憲
光
（
藤
原
）	

396

憲
房
（
藤
原
）	
322

顕
業
（
藤
原
）	
331

顕
光
（
藤
原
）	

263

彦
公
（
錦
部
）	

80 

　
　

こ

古
嗣
（
山
田
）	

83

古
麻
呂
（
伊
岐
）	

44

古
麻
呂
（
紀
）	

35

古
麻
呂
（
塩
屋
）	

44

古
麻
呂
（
調
）	

39

虎
継
（
紀
）	

91

五
月
（
平
）	

80

五
常
（
高
丘
）	

214

公
緒
（
橘
）	

202

公
章
（
藤
原
）	

396

公
任
（
藤
原
）	

266

公
明
（
藤
原
）	

396

公
廉
（
橘
）	

215

弘
（
源
）	

5

弘
貞
（
南
淵
）	

83

広
業
（
藤
原
）	

325

広
江
（
越
智
）	

39

広
綱
（
藤
原
）	

330

広
主
（
石
川
）	

90
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広
俊
（
中
原
）	

417

広
相
（
橘
）	

106

広
世
（
和
気
）	

82

広
成
（
丹
墀
）	

44

広
成
（
葛
井
）	

45

広
庭
（
安
倍
）	

40

広
田
麻
呂
（
桑
原
）	
80

行
家
（
藤
原
）	
327

行
葛
（
藤
原
）	

244

行
成
（
藤
原
）	

269

行
文
（
肖
名
）	

39

孝
快
（
藤
原
）	

203

孝
言
（
惟
宗
）	

389

孝
親
（
橘
）	

318

孝
仲
（
惟
宗
）	

397

孝
道
（
源
）	

285

後
三
条
天
皇	

21

後
朱
雀
天
皇	

21

後
生
（
藤
原
）	

244

後
冷
泉
天
皇	

21

高
鶴
林	

50

高
市
麻
呂
（
大
神
）	

34

高
尚
（
惟
良
）	

201

高
直
（
坂
本
）	

251

高
庭
（
布
留
）	

91

高
名
（
白
鳥
）	

92

康
嗣
（
刀
利
）	

36

興
範
（
藤
原
）	

208

篁
（
小
野
）	

85

国
光
（
藤
原
）	

246

国
成
（
藤
原
）	

320

黒
人
（
民
）	

44

　
　

さ

佐
幹
（
平
）	

251

佐
国
（
大
江
）	

404

佐
時
（
清
原
）	

250

佐
理
（
藤
原
）	
266

嵯
峨
天
皇	
2

娑
婆
（
林
）	

58

采
女	

319

最
貞
（
藤
原
）	

244

在
躬
（
菅
原
）	

241

在
昌
（
紀
）	

243

在
中
（
都
）	

212

在
良
（
菅
原
）	

399

在
列
（
橘
）	

225

刷
雄
（
藤
原
）	

47

三
成
（
藤
原
）	

81

三
船
（
淡
海
）	

46

三
方
（
山
田
）	

38

山
前
王	

37

　
　

し

氏
上
（
大
伴
）	

67

史
（
藤
原
）	

36

思
託	

50

師
家
（
藤
原
）	

321

師
基
（
藤
原
）	

321

師
房
（
源
）	

320

斯
生
（
藤
原
）	

244

斯
文
（
坂
上
）	

133
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資
業
（
藤
原
）	

325

資
経
（
源
）	

324

資
仲
（
藤
原
）	

323

資
忠
（
菅
原
）	

247

時
綱
（
藤
原
）	

388

時
登
（
菅
原
）	
402

時
棟
（
大
江
）	
315

時
平
（
藤
原
）	

203

滋
蔭
（
小
野
）	

201

滋
実
（
藤
原
）	

202

滋
藤
（
清
原
）	

249

識
人
（
巨
勢
）	

74

実
兼
（
藤
原
）	

381

実
光
（
藤
原
）	

330

実
綱
（
藤
原
）	

326

実
範
（
藤
原
）	

376

実
頼
（
藤
原
）	

244

釈
仁
貞	

103

寂
照	

319

首
（
大
津
）	

42

首
（
吉
智
）	

39

首
名
（
安
倍
）	

37

首
名
（
道
）	

38

周
光
（
藤
原
）	

363

秋
津
（
宗
岡
）	

215

衆
海
（
藤
原
）	

317

重
名
（
高
丘
）	

261

淑
光
（
紀
）	

212

俊
賢
（
源
）	

281

春
海
（
藤
原
）	

210

春
卿
（
小
野
）	

91

春
上
（
三
原
）	

89

春
道
（
惟
良
）	

87

順
（
源
）	

229

淳
和
天
皇	

14

淳
茂
（
菅
原
）	
212

庶
幾
（
菅
原
）	
240

諸
蔭
（
藤
原
）	

213

諸
勝
（
？
）	

92

諸
足
（
高
向
）	

44

如
鏡
（
大
江
）	

247

如
正
（
文
室
）	

262

如
道
（
藤
原
）	

202

尚
相
（
文
室
）	

216

相
規
（
源
）	

246

相
如
（
高
丘
）	

261

相
方
（
源
）	

317

相
門
（
林
）	

251

称
徳
天
皇	

1

浄
足
（
田
中
）	

40

浄
麻
呂
（
美
努
）	

35

常
（
源
）	

52

常
嗣
（
藤
原
）	

82

常
主
（
橘
）	

83　

岑
守
（
小
野
）	

59

臣
足
（
息
長
）	

39

信
正
（
源
）	

246

真
室
（
文
室
）	

90

真
道
（
菅
野
）	

53

真
友
（
清
原
）	

104
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親
範
（
源
）	

318

人
足
（
中
臣
）	

38

　
　

せ

是
綱
（
菅
原
）	

399

是
善
（
菅
原
）	

104

是
明
（
大
蔵
）	

209

是
雄
（
藤
原
）	
79

正
家
（
藤
原
）	
327

正
時
（
藤
原
）	

215

正
通
（
橘
）	

257

成
益
（
伴
）	

89

成
家
（
藤
原
）	

378

成
季
（
藤
原
）	

378

成
宗
（
源
）	

318

政
時
（
大
江
）	

397

斉
信
（
藤
原
）	

267

斉
名
（
紀
）	

307

清
公
（
菅
原
）	

63

清
行
（
三
善
）	

207

清
岡
（
菅
原
）	

83

清
貞
（
丹
墀
）	

67

清
田
（
島
田
）	

90

石
足
（
石
川
）	

37

積
善
（
高
階
）	

314

千
古
（
大
江
）	

211

宣
義
（
菅
原
）	

311

宣
令
（
刀
利
）	

40

善
永
（
滋
野
）	

84

善
行
（
大
蔵
）	

201

善
主
（
菅
原
）	

83

善
縄
（
春
澄
）	

89

善
宗
（
？
）	

248

善
雄
（
仲
科
）	

66

　
　

そ

宗
光
（
藤
原
）	

330

宗
雄
（
大
和
）	

216

総
前
（
藤
原
）	
42

則
忠
（
源
）	
247

村
継
（
宮
原
）	

80

　
　

た

多
益
須
（
巨
勢
）	

34

大
隅
（
守
部
）	

41

大
津
皇
子	

21

大
石
王	

37

大
島
（
中
臣
）	

34

大
伴
王	

37

大
伴
氏	

93

大
友
皇
子	

21

醍
醐
天
皇	

16

宅
嗣
（
石
上
）	

46

湛
（
源
）	

203

男
人
（
紀
）	

41

　
　

ち

池
主
（
大
伴
）	

46

知
房
（
藤
原
）	

395

智
蔵	

47

虫
麻
呂
（
下
毛
野
）	

40

虫
麻
呂
（
箭
集
）	

42

仲
山
（
清
原
）	

249
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仲
実
（
藤
原
）	

397

仲
守
（
笠
）	

82

仲
麻
呂
（
阿
部
）	

45

仲
雄
王	

54

忠
賢
（
藤
原
）	

250

忠
臣
（
島
田
）	
106

忠
信
（
桜
島
）	
317

忠
村
（
藤
原
）	

216

忠
通
（
藤
原
）	

424

忠
貞
（
菅
原
）	

316

忠
輔
（
藤
原
）	

250

長
穎
（
藤
原
）	

215

長
屋
王	

40

長
継
（
佐
伯
）	

80

長
江
（
紀
）	

82

長
谷
雄
（
紀
）	

203

長
国
（
中
原
）	

417

朝
綱
（
大
江
）	

217

澄
清
（
橘
）	

211

澄
明
（
大
江
）	

247

直
幹
王	

215

直
幹
（
橘
）	

241

直
臣
（
大
枝
）	

90

直
方
（
藤
原
）	

202

陳
潤	

319

　
　

つ

通
憲
（
藤
原
）	

381

通
直
（
大
江
）	

314

　
　

て

弟
越
（
高
丘
）	

66

定
義
（
菅
原
）	

316

定
国
（
藤
原
）	

202

定
親
（
平
）	

318

定
頼
（
藤
原
）	

272

貞
主
（
滋
野
）	

70

貞
真
親
王	
23

田
使
（
高
村
）	
90

　
　

と

冬
嗣
（
藤
原
）	

52

当
方
（
源
）	

215

滕
木
吉	

452

道
永
（
朝
原
）	

47

道
慈	

48

道
真
（
菅
原
）	

133

道
済
（
源
）	

286

道
長
（
藤
原
）	

263

道
統
（
三
善
）	

248

道
雄
（
藤
原
）	

54

道
融	

48

篤
信
（
三
統
）	

262

篤
茂
（
藤
原
）	

245

敦
基
（
藤
原
）	

340

敦
光
（
藤
原
）	

344

敦
信
（
藤
原
）	

272

敦
宗
（
藤
原
）	

327

敦
明
親
王	

30

敦
隆
（
藤
原
）	

397

　
　

に

仁
明
天
皇	

16
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ね

年
永
（
小
野
）	

80

　
　

の

能
信
（
藤
原
）	

320

　
　

は

馬
養
（
伊
与
部
）	

36

博
文
（
藤
原
）	
214

　
　

ひ

比
良
夫
（
采
女
）	

37

美
材
（
小
野
）	

210

備
（
黄
文
）	

39

尾
張
学
士	

319

百
枝
（
田
辺
）	

37

敏
範
（
多
治
）	

215

　
　

ふ

腹
赤
（
都
）	

68

福
良
満
（
淡
海
）	

65

文
継
（
勇
山
・
安
野
）	

79
・
90

文
江
（
三
善
）	

214

文
時
（
菅
原
）	

235

文
雄
（
多
治
比
）	

92

　
　

へ

平
城
天
皇	

1

弁
正	

48

　
　

ほ

保
胤
（
慶
滋
）	

252

保
章
（
慶
滋
）	

256

輔
尹
（
藤
原
）	

271

輔
昭
（
菅
原
）	

251

輔
仁
親
王	

30

輔
正
（
菅
原
）	

248

輔
忠
（
三
善
）	

249

法
進	

50

訪
（
源
）	

233

豊
山
（
三
善
）	

318

豊
前
王	

83

豊
年
（
賀
陽
）	
56

　
　

ま

麻
呂
（
紀
）	

34

末
高
（
高
丘
）	

319

末
嗣
（
小
野
）	

91

末
守
（
紀
）	

79

末
茂
（
紀
）	

35

万
里
（
藤
原
）	

43

　
　

む

村
上
天
皇	

17

　
　

め

名
明
（
菅
野
）	

317

明
（
源
）	

52

明
衡
（
藤
原
）	

332

明
理
（
源
）	

285

　
　

も

茂
樹
（
吉
野
）	

216

茂
範
（
高
階
）	

209

茂
明
（
藤
原
）	

355

文
武
天
皇	

1

　
　

ゆ

友
房
（
藤
原
）	

325

有
綱
（
藤
原
）	

328

有
国
（
藤
原
）	

258
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有
俊
（
藤
原
）	

328

有
相
（
平
）	

211

有
信
（
藤
原
）	

328

有
声
（
藤
原
）	

214

有
智
子
内
親
王	

22

有
名
王	
132

有
頼
（
藤
原
）	
203

雄
津
麻
呂
（
賀
祢
）	

92

　
　

よ

楊
泰
師	

49

陽
春
（
麻
田
）	

44

　
　

ら

頼
任
（
紀
）	

318

頼
定
（
源
）	

281

　
　

り

李
方	

215

理
平
（
三
統
）	

209

隆
兼
（
大
江
）	

415

隆
俊
（
藤
原
）	

324

隆
方
（
藤
原
）	

323

旅
人
（
大
伴
）	

37

良
香
（
都
）	

104

良
舟
（
中
臣
）	

84

良
擑
（
中
臣
）	

84

　
　

れ

令
緒
（
藤
原
）	

82

令
範
（
高
階
）	

132

蓮
禅	

445

　
　

ろ

老
（
春
日
蔵
）	

39

老
人
（
調
）	

35

鹿
取
（
朝
野
）	

78

　
　

わ

和
氏	

103

和
麻
呂
（
百
済
）	

41
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注（１
）
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』中（
中
）
に
よ
る
。

（
２
）
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
３�
）
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』中（
下
）
１
・
２
、
下
１
・

２
・
３
に
よ
る
。　

（
４�

）
拙
稿
「『
経
国
集
』
作
者
序
論
」（『
平
安
朝
詩
文
論
集
』
勉
誠
社
、

二
〇
二
四
年
）
参
照
。

（
５
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
６�

）
田
坂
順
子
『
扶
桑
集　

校
本
と
索
引
』（
櫂
歌
書
房
、一
九
八
五
年
）

に
よ
る
。

（
７
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
８
）
群
書
類
従
第
九
輯
巻
一
三
四
に
よ
る
。

（
９
）『
大
日
本
史
料
』
第
二
篇
之
一
、
永
延
元
年
五
月
二
十
六
日
条
所
収
。

（
10
）〈　

〉
に
入
れ
た
も
の
は
原
文
で
は
小
字
注
で
あ
る
。

（
11
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
る
。

（
12
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

（
13
）
和
歌
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
14�

）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典

籍
叢
書
』
文
学
篇
第
二
一
巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。

（
15
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
16�

）
拙
稿
「『
扶
桑
集
』
の
詩
人
（
四
）」（『
成
城
文
藝
』
第
二
五
五
号
、

二
〇
二
一
年
）。

（
17�

）
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
『
新
撰
朗
詠
集
』（
貴
重
本
刊
行
会
、
一

九
八
一
年
）
解
説（
大
曾
根
章
介
）
に
よ
る
。

（
18�

）『
図
書
寮
叢
刊　

平
安
鎌
倉
未
刊
詩
集
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二

年
）
に
よ
る
。
た
だ
し
翻
刻
の
誤
り
を
写
本
に
よ
り
訂
し
た
所
が
あ

る
。

（
19�

）
本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』
三
（
新
典
社
、
一
九
九
四
年
）。

（
20�

）
拙
稿
「「
村
上
の
源
氏
」
の
文
業
」（『
国
語
国
文
』
第
九
四
巻
一
〇

号
、
二
〇
二
五
年
）。
な
お
、
こ
れ
に
は
「
和
歌
序
二
首
」
と
し
た
が
、

『
扶
桑
古
文
集
』
に
俊
房
の
和
歌
序
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
三
首

で
あ
る
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

（
21�

）
柳
澤
良
一
『
本
朝
麗
藻
詳
注
』
下
（
勉
誠
社
、
二
〇
二
三
年
）
に

よ
る
。

（
22�

）
拙
稿
「
属
文
の
王
卿
―
醍
醐
系
皇
親
」（『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』

補
訂
版
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
23�

）
拙
稿
「『
扶
桑
集
』
の
詩
人
（
三
）」（『
成
城
国
文
学
』
第
三
七
号
、

二
〇
二
一
年
）。

�

（
ご
と
う
・
あ
き
お　

成
城
大
学
元
教
授
）


